


































うという覚悟を伴ねないから、以前として宙をさまようだけ．er ’ 「大学、どうあるべきか？」を考えると、そりゃあ経済価値に負ける．正しくは、 『学問、いったい、文科省は何を守りたいのか？
どうあるべきか？』の聞い．・初の．初で文科省はボタンを艶防違えている気がする...
いったいいつから『先取性』を争うようになったのか・・・ （金がからむからとか、諭文生産の












なお、これらは文学でやる以上、設術科学： 緒言に社会的観題解決を述べる領域 e 
『普温』に通じてないと絶対にだめ
工学 ： 緒言には実益シナリオを述べそれE責任をもっ領域 , 
r 
サービス科学 産業化科 学 アカデミズム科学 l
市民の利員に~ ノfイオテクノロ 〈科？：の1i典（1'.j







評 利厚生にどの枯’ やスポンサーに よる科’‘詳のJ命.flH
価 ！度i並立つのかを よる査定 に従った前向
評価
何もかも『大学人、学者』が ー
悪いと思うんです。
政治家も官僚もみ一一一ーんな大学出身・笑大学で何を学んだ？ 学問の普遍的な理念に触れた？ ほんのす
としでも真なる教益の精神に身も心も浸す時聞を過ごしていれば、こんなことにならなかったのでは？ ソクラ
テスのいう対話をしてなかったので肱？ 学問とは知訟の乙とではなく、知織に対する構えのととです．f文学において…ーを……はそして学問酬の完一肌対恥てし
てそれを明揺に後竃や学生に指レ示す教型車と出会えなかったのは、他ならぬ文学のせいです．
最後に： 。
これからの『科学』
科学主畿の社会的圧倒｛評価、計測、柾艶など、物質的合理性の第一銭化.） .そして、社
会制度の内部まで組み込まれた剥学・・・ 学者精神をもってしてそれに対抗するとした
ら、武器として「科学」を選択することは妥当か？ 科学を持って縛学を制す？
『科学（学問）」に何ができるか？ fーI 現状をよくして後殖にパトンタッチする役目は、現斡学者である寂々の責任e政治や行政の
責任でない．もうそのあたりの行政組織に級える問題ではないのだ．
l削とレての学術界： 科学者の人文化（思想性輔す、緒言明つかない｝
歎ある割技行政の中で科研貨は曜ーといっていいほどの菖盤的な制度．
に んー尚一いわ付では川棚一…一一らか
えうる可能性の源泉とも言えるのではないか
結論； 研究者の決愈としての制研賞申昔、研究者の覚悟としての科研費申請．金取りのためのうその応用シナ
リオなど捨てて、読み手の学問精神を信じての学聞をもって宿るA4五枚の紙．その精神拡きっとそれを績む審
査員たちに書くととでしょう．
